
○稲田議長 次に、中田議員。

〔中田議員質問席へ〕

○中 田議 員 会 派信 風 の中田 利幸 でご ざいま す。 私は、 令和 ６年

３月 定例 会に当 たり ま して、 安達 議員 の代表 質問 に関連 し、 大要

２点質問を行っていきたいと思います。

通 告の 順番と ちょ っ と順番 を変 えさ せてい ただ いて、 安全 な歩

行環 境の 整備に つい て のほう から 質問 をした いと 思いま すの で、

よろしくお願いいたします。

現 在の 歩行環 境の 改 善策の 取組 につ いて質 問を してい きた いと

思う ので すが、 本市 は 現在、 コン パク ト・プ ラス ・ネッ トワ ーク

のま ちづ くりを 進め る ため、 公共 交通 政策の 推進 と併せ て、 地域

の活 性化 やフレ イル 対 策、健 康増 進も 含め、 歩い て楽し いま ちづ

くり の取 組を進 めら れ ている と認 識し ていま す。 歩くこ とは その

関連 性と 効果か ら、 医 学的に も推 奨さ れてお り、 また屋 外で の健

康的 な対 人接触 や五 感 への刺 激、 様々 な気づ きや 発見、 自己 実現

への 満足 感など 、住 ん で楽し い米 子の 充足度 を高 めるた めに も重

要な こと だと認 識し て います 。た だ、 歩行困 難者 や移動 弱者 の方

たち の外 出機会 を妨 げ るよう な支 障を いかに 取り 払うか も併 せて

取り組む必要があると私は考えます。

そ こで 、今議 会で は 、歩行 環境 の取 組につ いて 伺って いき たい

と思います。

ま ず１ 点目、 段差 等 あるい は車 椅子 を使う 方や 歩行困 難者 、歩

行弱 者へ の支障 解消 の 取組に つい ては 、どの よう な改善 策を 進め

てい らっ しゃる のか 伺 いたい と思 いま す。ま た、 県道等 の、 市道

以外 への 働きか けな ど をどの よう にさ れてい るの かお伺 いし たい



と思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 車椅子 を使 う方 や歩行 弱者 への支 障解 消の

取組 につ いての お尋 ね でござ いま す。 歩道の 改良 や維持 、補 修工

事の 際に は、鳥 取県 福 祉のま ちづ くり 条例等 の基 準に基 づい た整

備や 関係 する障 がい 者 団体等 との 協議 を行い まし て、支 障解 消に

取り組んでおるところでございます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ れで は 、道路 沿線 の商 業施設 等で の自動 車の 出入

口付 近の 歩道環 境で す ね、道 路が もう しょっ ちゅ う行き 来す るよ

うな 、車 道に出 てく る ような とこ ろで すね。 これ の歩行 者の 安全

確保 につ いては 、こ れ は商業 施設 等、 その事 業者 側のと ころ の出

入り です ので、 事業 者 への働 きか けを どのよ うに 取り組 まれ てい

るのか伺いたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 現在の 歩道 環境 の改善 策の 取組に つい てと

いう こと でのお 尋ね で ござい ます けど も、商 業施 設の自 動車 出入

口の 付近 の安全 確保 に ついて 、現 時点 では具 体的 な取組 とい うも

のは 行っ ており ませ ん 。しか し、 本市 が事務 局を 務めて おり ます

米子 市バ リアフ リー 推 進協議 会と いう ものが ござ いまし て、 そこ

では 道路 管理者 、あ と は運輸 支局 、警 察及び 商工 会議所 など の構

成員 がお ります ので 、 この組 織の 中で 、この 件に ついて まず 議論

をしてみたいというふうに考えております。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 例え ば４ ３１号 線沿 いのと ころ を見



てみ ます と、こ れは 令 和２年 だっ たと 思いま すけ れども 、商 業施

設の 駐車 場のと ころ の 出入口 のと ころ の点字 ブロ ックの 色が 変え

てあ って 、ずっ と黄 色 が続い てる んで すけど 、そ の部分 だけ 濃い

オレ ンジ 色にし てあ っ て、通 常、 よく 点字ブ ロッ クが太 くし てあ

った りと か、そ うい っ たもの もあ りま すけれ ども 、そう いっ た目

の悪 い人 といい ます か 、例え ば目 の悪 さにも いろ んな障 がい があ

るん です けども 、そ う いった 方に も気 づきや すく 改良し てい る箇

所と いう のが、 店舗 の ところ があ りま す。県 のほ うもそ れを 確認

をし て、 それを 推進 さ れてい るよ うで して、 同じ 道路沿 いの 商業

施設 のと ころで は、 そ の改善 を実 施し ている 箇所 が４３ １号 線の

とこ ろに は見え ます 。 店舗名 を言 いま すと、 いな いのと ころ から

数店 舗続 いて、 そう い った大 量の 車が 出入り する ような 場所 に、

そう いっ た点字 ブロ ッ クの改 良が され ている よう なとこ ろが あり

まし て、 このよ うな 、 要は先 ほど 部長 が言わ れた ような 、そ うい

った 協議 会等を 通じ て でも結 構で すの で、そ うい った改 善の 働き

かけ を調 整を図 って い ただき たい 、こ のこと を要 望して おき たい

と思います。

そ れで は次に 、通 学 路の安 全点 検に ついて 質問 をした いと 思い

ます 。以 前、令 和３ 年 の９月 議会 と記 憶して おり ますが 、歩 行環

境、 歩道 整備に つい て 、整備 方針 や、 それか ら、 本市の 優先 づけ

の考 え方 につい て質 問 をした こと があ ります 。そ の際、 当時 の部

長か ら、 答弁で は、 人 が歩く こと への 安全対 策に 必要な 案件 が多

岐に わた ってい ると 、 わたっ てい るが 、まず 、や はり通 学路 に目

を向 けな ければ なら な いと考 えて おり 、それ を第 一と考 えて いま

すと いう 答弁を いた だ いたこ とが あり ます。 私も もちろ ん、 この



考え方には賛同するものです。

そ こで 、現在 のこ の 通学路 の安 全点 検につ いて の取組 状況 につ

いて伺いたいと思います。

○稲田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 通 学路 の安全 点検 の実施 状況 につ

いて のお 尋ねで ござ い ますけ れど も、 現在、 毎年 度、各 小中 学校

から 通学 路の新 規、 新 たな危 険箇 所の 報告を 集約 いたし まし て、

市の 教育 委員会 、学 校 、道路 管理 者、 警察な どと 一緒に 、関 係者

と合 同点 検を実 施し て おりま す。 その 合同点 検の 点検結 果に 基づ

きま して 、歩道 やグ リ ーンベ ルト 、防 護柵の 設置 といっ たハ ード

対策 、そ れから 、学 校 や地域 によ る交 通安全 指導 などの ソフ ト対

策を検討して実施しているところでございます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 実 施し て いただ いて いる ことも 、私 も存じ 上げ てお

りま すけ れども 、グ リ ーンベ ルト 等を 設置し たと ころも 随分 増え

て、 最近 は、実 はち ょ うど博 労町 庁舎 のとこ ろの 、米川 から 行く

あの 道の ところ が一 方 通行に なっ てま すけど も、 あのへ りが 青色

にな って いると 思い ま すけど も、 あれ 、米子 で試 しにや って みよ

うか とい うこと で、 非 常に危 険だ とい うこと で地 元要望 があ った

際に 、そ れこそ 当時 の 、当時 は建 設部 でした けれ ども、 いろ いろ

相談 をし ながら 実行 し てみて 、ま ず、 試作的 にや ってみ よう とい

って やっ たんで すね 。 やはり 効果 があ りまし てね 。私も 実は 、信

号が ない ので、 この 市 役所に 来る とき 、あそ この 道通っ てく るん

です けど 、やっ ぱり 視 覚効果 は抜 群で すよね 。で すから 、市 内の

特に 中心 市街部 にな っ てくる と、 歩道 がない 道路 という のが 結構



通学 路と しても ある も んです から 、あ あいっ た視 覚効果 を活 用し

た改 良と いうの もぜ ひ 推進し てい ただ きたい とい うこと を要 望し

ておきたいと思います。

そ れで は、次 の質 問 です。 博労 町２ 丁目地 内の 危険構 造物 につ

いてを質問したいと思います。

今 議会 に向け て、 啓 成校区 の住 民か ら陳情 が出 ていま す。 博労

町２ 丁目 （勝田 神社 東 側）空 き家 の撤 去につ いて という のが 提出

され てい ます。 この 建 築物は 随分 前か ら危険 視さ れてま して 、以

前に も飛 来ある いは 落 下物に よる 歩行 者への 危険 がある とし て、

対応 して いただ いた 経 験があ りま す。 ここで 対応 を求め てい る構

造物 があ る道路 は、 ３ つの町 区、 東山 町、勝 田町 西区、 それ から、

博労 町２ 丁目、 この ３ つの町 区か ら啓 成小学 校へ 通学す る通 学路

であ りま して、 それ 以 外にも 中学 生、 高校生 をは じめ、 博労 町３

丁目 、４ 丁目側 とそ の 博労町 ２丁 目を 結ぶ自 動車 との行 き違 いが

ほぼ ない 通行路 とし て 利用さ れて いる 道であ りま して、 勝田 神社

の初 詣と か、あ るい は 例祭時 には 結構 多くの 人が 通行利 用を され

てい る道 である こと は 、知っ てい る方 もいら っし ゃると 思い ます。

かつ て、 鳥取県 西部 地 震の経 験と か、 あるい は元 日の能 登半 島地

震に 見る 地震発 生時 の 被害状 況と いう ことか ら、 不安と 危機 感は

以前 に増 して非 常に 高 まって おり まし て、こ れま で建物 から の落

下物 とい うこと に対 す る危険 視と いう のはあ った わけで すけ れど

も、 今回 のこと は、 建 築物そ のも のの 安全性 につ いて、 これ につ

いて の疑 問視か ら、 そ の対応 を伺 って いきた いと いうふ うに 思い

ます。

ま ず、 様々な もの が 堆積し てい るも ので、 地元 や通行 人か ら危



険視 され ている この 構 造物の 把握 状況 につい て伺 いたい と思 いま

す。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 当該構 造物 の把 握の状 況に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 平成 ２ ０年１ ０月 に、 市民か ら環 境政策 課に 相談

がご ざい まして 、本 物 件につ いて 覚知 してお ると ころで ござ いま

す。 その 後、令 和元 年 ７月に 、近 隣住 民から 住宅 政策課 に相 談が

ござ いま して、 以降 、 各所か ら相 談、 通報が 寄せ られて いる とこ

ろで ござ います 。本 物 件につ きま して は、管 理者 が向か いに 住ん

でい たこ とから 、建 築 基準法 及び 環境 保全条 例に 基づき 対応 する

こと とし 、関係 部署 が 連携の 上、 民生 委員に も御 協力を いた だき

なが ら、 管理者 に改 善 を指導 して いた ところ でご ざいま す。 この

令和 ５年 １月に 、管 理 者がお 亡く なり になり にな ったこ とか ら、

調査 の結 果、相 続人 は 不存在 であ ると いうこ とが 分かり まし た。

令和 ５年 ８月か ら、 カ ラーコ ーン 等を 設置し 、通 行者に 対す る注

意喚起を行っている状況でございます。以上です。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ れで は 、この 構造 物の 法的適 合性 と安全 性に つい

て見 解を 伺って いき た いと思 うん です が、建 築確 認申請 時あ るい

はそ の建 築物の 完成 時 におけ る判 断は どうだ った のかお 伺い した

いと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 建築確 認申 請時 及び完 成時 におけ る判 断に

つい ての お尋ね でご ざ います 。本 物件 の建築 確認 申請書 類及 び完

了検査書類は確認できておりません。



○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ うし ま すと、 対象 の建 築物の 現状 につい ては 、改

めてどういう見解を持っておられるのか伺いたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 本建築 物の 現状 につい ての 見解で ござ いま

す。 令和 ５年７ 月に 、 本市の 建築 技師 が調査 を行 ったと ころ でご

ざい まし て、本 物件 は 鉄筋コ ンク リー ト造と 見ら れ、２ 階ベ ラン

ダの 手す りにつ いて 、 一部コ ンク リー ト支柱 の損 傷が見 られ るも

のの 、確 認でき る範 囲 ではク ラッ ク等 は確認 され ず、特 定空 家等

には該当しないと判断したところでございます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 本 市の 建 築技師 が調 査を 行われ て、 その建 物と いう

のは 鉄筋 コンク リー ト 造と見 られ 、確 認でき る範 囲では とい うこ

とで 、ク ラック 等は 確 認でき なか った という こと だった と思 うん

です ね。 ちょっ と今 日 、初め てパ ネル を作成 して みまし たの で、

ぜひ御覧ください。

こ れが その当 該の 建 築物な わけ です 。改め て聞 きます が、 構造

物の 物理 的耐久 性の 判 定につ いて 伺っ ていき たい と思う んで すけ

ども 、こ の構造 物の 環 境上、 雨等 によ る影響 とか 、ある いは 建物

に堆 積す る様々 なも の からの 影響 など から考 える と、強 度が 低下

する 方向 でしか 私は 考 えられ ない んで すけれ ども 、一体 、ど のよ

うな 技術 的手法 で判 定 された のか 、ま たあれ だけ の建物 内に 物が

ある 状態 で、ク ラッ ク 等が確 認で きず と、確 認で きる範 囲で はと

いう こと ですけ れど も 、そう いっ たク ラック 等の 確認と いう のは

どう いう 範囲で 、ど の 範囲で どの よう な調査 を行 ったの かお 伺い



したいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 調査の 仕方 とい うこと でご ざいま すが 、本

市で は、 空き家 等の 不 良度に つい て、 本市が 定め ました 特定 空家

等及 び特 定空住 戸等 評 定表に より 調査 をして おる ところ でご ざい

まし て、 特定空 家等 に 該当す るか どう か、そ れで 判断を して おる

ところでございます。

本 物件 につき まし て も、道 路か ら目 視で確 認で きる範 囲に おい

て、 評定 表に基 づき 、 建築物 の構 造、 建築物 また はこれ に附 属す

る工 作物 の腐朽 、破 損 の程度 等に つい て調査 を行 ったと ころ でご

ざいます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ の今 答 弁され た評 定表 に基づ く調 査とい うの は、

本物 件、 この建 物に 適 合した 調べ 方な のか、 改め て伺い たい と思

います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 この調 べが この 物件に 適合 した調 査な のか

とい うお 尋ねで ござ い ます。 この 評定 表は、 国交 省の外 観目 視に

よる 住宅 の不良 度判 定 の手引 き案 を基 に定め てい るもの でご ざい

まし て、 本手引 きは 、 住宅地 区改 良法 施行規 則に 定めま す木 造住

宅等 の不 良度の 測定 基 準を基 に作 成さ れてお るこ とから 、鉄 筋コ

ンク リー ト造や コン ク リート ブロ ック 造の住 宅の 調査に は適 合し

ない 可能 性も考 えら れ ておる とこ ろで ござい ます 。同施 行規 則で

は、 鉄筋 コンク リー ト 造住宅 やコ ンク リート ブロ ック造 住宅 の不

良度 の測 定基準 など に ついて も定 めら れてお りま すこと から 、木



造以 外の 住宅に つい て も、今 後新 たな 評定表 の作 成及び 再調 査を

実施を検討したいと思っておるところでございます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 今 、答 弁 の最後 の辺 でも ありま した けれど も、 目視

によ る従 来の特 定家 屋 の調査 方法 で、 評定表 によ る調査 、こ の結

果も コン クリー ト造 と 見られ ると いう ことも 先ほ どの答 弁も あり

まし たけ れども 、当 該 施設は 、例 えば よくあ る今 までの 案件 のよ

うな ２階 建て木 造住 宅 のよう なも のと は違う わけ ですよ ね。 そう

いっ たと ころで 、今 後 、新た な評 定表 を作成 した いとい うこ とで

した けれ ども、 その 今 後の対 応方 針に ついて お伺 いした いん です

けれ ども 、今後 の対 応 につい ては 、構 造物の 所有 者の状 況と かあ

るい は市 行政と して の 責任範 囲の 問題 もある と思 います し、 公的

な財 政支 出が、 例え ば 代執行 のと きの ように 伴う ような 場合 にお

いて は、 その財 政支 出 の妥当 性と いっ た問題 もあ ると思 うん です

よね 。そ ういっ た幾 つ かの行 政と して の基本 的な 前提は ある とは

思う んで すけれ ども 、 ここで 問わ れて いるの は、 この道 の歩 行者

の安 全確 保の責 任が ど こにあ るの かと いうこ とで すね、 安全 確保

の責 任が 。この 構造 物 の安全 性の 確認 方法、 それ から、 道路 使用

の安 全性 につい て、 今 後どの よう に対 応して いく つもり なの か、

お伺いしたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、そ の物件 につ きまし ては 、私

もか なり 昔から 、こ れ は非常 によ くな い状態 だな という のが 一目

で分 かる ような 、そ う いう物 件で はな いかな とい うふう に認 識を

して おり ますが 、先 ほ ど部長 から 答弁 をいた しま したと おり 、ま



ずは 特定 空家に 該当 す るのか どう かと いう判 断に つきま して は、

昨年 ７月 に調査 をし た ところ は、 その 躯体に 影響 がない とい うこ

とを 思っ て、そ うで な いとい う判 断を 一旦は して おりま すが 、こ

れも 先ほ ど部長 が答 弁 しまし たと おり 、コン クリ ート造 のも のに

つき まし て、そ のよ う な判断 の仕 方で よいか どう かとい うこ とに

つい て、 改めて 、ま ず は検討 をし 、今 後の対 応を 考えた いと いう

ふうに思っております。

も う一 つ、や はり そ こにす ぐそ ばに 市道が ある わけで ござ いま

すけ れど も、そ この 通 行の安 全管 理、 確保と いう ことに 関し まし

ては 、こ れは市 とし て は重大 な責 任を 持って いる という ふう に思

って おり ます。 そう し たとこ ろで 、こ の物件 から 、たと え特 定空

家と 認定 されよ うが さ れまい が、 もう 見るか らに 躯体で はな くて、

もう その 中身と 言い ま しょう かね 、壁 だとか その 中に詰 まっ てい

るも のだ とか、 上に か ぶさっ てい るも のだと か、 そうい った もの

が崩 落し たりだ とか 飛 散した りだ とか 、その よう な可能 性と いう

のは 十分 に感じ られ る ところ でご ざい ますの で、 まずは その 特定

空家 かど うかの 判断 は もちろ んい たし ますけ ども 、緊急 的に この

道路 、歩 行者の 安全 の 確保が 取れ るよ うな施 策が ないか どう か、

これ は検 討した 上で 、 またこ れは 必要 な実行 はい たした いと いう

ふうに思っております。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 あ りが と うござ いま す。 今、市 長の ほうか ら答 弁を

いた だい て、そ れが 特 定空家 に該 当す るかし ない かとか とい う、

そう いう 問題で はな く て、ま ずは 緊急 的な措 置は 取って 安全 確保

を、 市道 を管理 する 立 場から して いき たいと いう 趣旨だ った と思



いますので、ぜひ、それをよろしくお願いしたいと思います。

た だ、 このせ っか く の機会 です ので 、幾つ かち ょっと 質問 をし

て確 認を 含めた 質問 を させて いた だい ときた いと 思うん です が、

先ほ ど来 、その 特定 空 家に照 らし 合わ せて、 今ま でやっ てき たと

いう こと で答弁 いた だ いた中 でも 、老 朽化に よる 特定の 危険 性が

現時 点で はない とい う 判断が 今ま で働 いてる とい うのを 聞き 取り

のと きも お伺い しま し たし、 これ は特 定空家 の見 方です よ、 評定

表に 基づ いてま すか ら 。その 評定 表と いうの も、 私も先 日と いう

か、 ちょ っと前 に頂 い て見た んで すけ ど、例 えば 建築の 腐朽 ある

いは 破損 の程度 で、 基 礎、土 台と か柱 とかは りの 程度と いう のが

ある んで すよね 、あ の 中に、 評定 表の 中にね 。も う見て のと おり

のこ の構 造物、 もう 一 つ、分 かり やす くと思 って 、こっ ちの ほう

がい いで すかね 、こ っ ちと両 方見 比べ て、こ の出 してい ただ いと

るや つで も結構 なん で すが、 この 状況 にある わけ ですよ ね。 こっ

ちの ほう がいい かな 。 この状 況で 、目 視調査 でで きる範 囲と いう

のは 、そ もそも どれ ぐ らい見 れた のか という こと だと思 うん です

よ。 この 後ろ、 山で す よ。そ れで 、つ たが張 って て、１ 階は 昔、

僕が 子ど もの頃 はこ の トタン はあ りま せんで した 。コン クリ ート

の格 子状 に見え て、 そ ういっ た構 造が 今、こ の状 況にな って いて、

倒壊 等の おそれ は現 時 点では 低い と判 断でき る技 術根拠 とい うの

は、 何ら 示され てな い と思う んで すよ 、私。 少な くとも 私の 経験

で、 私も 実は前 職の と きに、 いろ いろ 構造物 に関 わる調 査な んか

もす る仕 事に就 いて た 時期が あり まし て、例 えば ですけ ども 、あ

る構 造体 、ある って 言 わんで もい いん ですけ ど、 トンネ ルの 中で

ポリ カー ボネー トが 溶 けたり とか 、あ るいは 亜鉛 メッキ が腐 食し



たり とか という 現象 が 起きた 事例 があ って、 調査 をして 、分 析し

て、 調査 機関等 も含 め てやり 取り をし た結果 、雨 水がそ の壁 に張

りつ いて いる、 例え ば ディー ゼル ばい 煙やい ろん な物質 と化 学反

応を 起こ して、 結果 、 硫化物 が合 成さ れて変 化し て、そ うい った

もの を溶 かして ると い うよう な経 験が あるん です ね、そ うい うこ

とを調査した。

そ うい った私 の経 験 から言 って も、 この建 物内 に堆積 して ある

様々 なも のとい うの が 、いい 方向 で作 用する とは 考えら れな いで

すね 。部 長も専 門で す からお 分か りだ と思い ます けど、 鉄筋 コン

クリ ート 造の建 物の 対 応とい うの は、 よく一 般的 に言わ れて るの

は、 あれ は減価 償却 費 から算 定さ れた 法定耐 用年 数とい うの は、

財務 省側 からの 、言 っ てみれ ば考 え方 の耐用 年数 ですよ ね。 物理

的耐 用年 数とい うの は 、コン クリ ート 造がど れぐ らい中 性化 して

るか とい うもの から 算 出され ます よね 、本来 は。 だから 、例 えば

５０ 年超 えても 、７ ０ 年超え ても そこ がうま くい ってれ ばも つわ

けで すよ ね。だ けど 、 これが 雨水 にさ らされ て、 壁もな い建 物で、

中に はい ろんな もの が 堆積し て雨 水が 流れ込 んど る。こ れが 耐用

年数 を長 くする 要因 と いうの はま ず考 えられ ない わけで すよ 。し

かも 建築 確認申 請の と きも、 そう いっ た完了 時も 確認が でき たか

どう か分 からな い。 つ まり、 これ が鉄 筋コン クリ ート造 であ った

のか どう かも分 から な いし、 どれ ぐら いの耐 用年 数で新 築の とき

にあ った のかも 分か ら ない。 そう いっ た物件 であ るわけ です から、

やっ ぱり 住民が 恐れ て いるの は、 これ は私も 問題 視して いる のは、

新耐 震ど ころか 旧耐 震 対応物 件か どう かも分 から ない。 老朽 化と

劣化 が進 んでい る。 こ の技術 項目 が示 されて いな い状況 で、 本当



に地 震等 が起き たと き に大丈 夫な のか と。今 回の その陳 情が 出た

背景 も、 能登半 島地 震 が起き たこ とが やっぱ り大 きいん です よね。

です から 、通常 時の 状 態だけ では なく て、こ うい った、 我々 も鳥

取県 の西 部地震 を２ ４ 年ぐら い前 です かね、 経験 しまし たけ れど

も、 そう いった こと か らの不 安が ある わけで すよ ね。で すか ら、

そう いっ た地震 のと き に大丈 夫な のか という 不安 から、 今回 の動

きに なっ てるん です け ど、こ の辺 はい かがで しょ うかね 、地 震に

対して。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 本物件 に対 する 、地震 が起 きたと き大 丈夫

なの かと いうこ とで ご ざいま すが 、こ の特定 空家 等の調 査は 、空

き家 等の 不良度 につ い て調べ るも ので ござい まし て、耐 震診 断は

行っ てい ないと ころ で ござい ます 。し たがっ て、 耐震性 につ いて

は、現時点で不明ということでございます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ のこ と で確認 させ てい ただい たの で、全 く認 識は

共有 でき ると思 うん で すよね 、こ の状 態をど う判 定して きた かと

いう こと 。ただ 、今 が どうい う状 況に あるの かは まだ分 から ない、

そう いっ た状況 です の で、市 長に 先ほ ど答弁 いた だきま した よう

に、 まず は緊急 措置 と しての 安全 性確 保に、 ぜひ よろし くお 願い

したいと思います。

今 はカ ラーコ ーン で いろい ろ危 機を 、危な いで すから とい う感

じに なっ てます よね 。 見ての とお りで 、１メ ータ ーほど の道 のと

ころ にカ ラーコ ーン が 、その 建物 の際 に置い てあ って、 それ で、

この 倒壊 したと きに 守 り切れ るよ うな 、ある いは 避けれ るよ うな



道じ ゃな いんで すよ ね 、ここ 。で すか ら、本 当に 私は緊 急性 があ

ると 思い ます。 した が いまし て、 やっ ぱり今 回は 、特に この 物件、

管理 者が 亡くな って 相 続人が 不存 在の 物件、 非常 に難し い部 分も

ある と思 うんで すよ 。 しかし 、こ れの 責任の 所在 が、建 物の ほう

です よ、 のほう がこ の 危険物 、道 路の 安全の 責任 は市の ほう にあ

ると 思い ますが 、建 物 自体の その 責任 の所在 がど こにあ るの かと

いう とこ ろは、 これ を 最終的 には 何と か解消 しな ければ いけ ない

ので 、法 的手続 をや っ ぱり進 めて いた だいて 、そ れで、 そこ のと

ころ を明 らかに しな が ら、先 ほど 市長 に御答 弁い ただい たよ うに、

緊急 安全 措置の 実施 を 進めて いた だい て、一 刻も 早くこ の危 険な

状態 を解 消して いた だ きたい とい うこ とを強 く求 めて、 これ は要

望にしておきますので、よろしくお願いしたいと思います。

そ うし ますと 、続 け て、次 、交 通政 策につ いて 質問を いた しま

す。

公 共交 通政策 につ い ては、 伊木 市長 、本当 に就 任以来 、市 政の

柱と して 本当に 取り 組 んでき てい ただ いてお りま して、 以前 と比

べる と、 この交 通政 策 は非常 にま だ結 果がな かな か導き 出せ ない

こと もい っぱい ある と 思いま す、 利用 率だと か。 しかし なが ら、

取組 の進 捗度か ら見 る と、私 は非 常に 前進し てき たと、 まず 高く

評価したいと思います。

そ の上 で、今 日、 交 通政策 につ いて 代表質 問の ほうで もあ りま

した けれ ども、 お伺 い しとき たい と思 うんで すが 、懸案 のと ころ

でちょっと質問します。

Ｊ Ｒの 東山公 園駅 の 利便性 向上 につ いての 質問 をした いと 思う

んで すが 、この ＪＲ 東 山公園 駅に つき まして は、 昨年の ９月 議会



で、 私、 質問を しま し た。そ の際 、十 分な時 間が ありま せん でし

たの で、 改めて 今議 会 でもち ょっ と質 問させ てい ただき ます が、

この ＪＲ 東山公 園駅 に 隣接す る東 山運 動公園 とい うのは 、御 存じ

のと おり 、現在 、令 和 ９年度 開業 に向 けた、 この 大型体 育施 設で

ある 米子 アリー ナを 整 備する こと とな ってお りま して、 この アリ

ーナ は全 国レベ ルの 競 技、ス ポー ツの ほか、 プロ スポー ツや 各種

イベ ント とか、 そう い ったも ので 開催 できる アリ ーナと して 期待

がか かっ ており ます 。 また、 これ まで より、 パラ スポー ツな どの

利用 もで きるよ うな 、 障がい のあ る方 への施 設利 用が向 上す るこ

とにも期待がかかっています。

こ うい う背景 の中 で 、この 東山 公園 に行く 、ア クセス する 手段

とし ては ＪＲの 利用 と いうの もあ るわ けです けれ ども、 平成 ５年

に米 子市 から要 望駅 と して設 置さ れた 、この 東山 公園駅 の利 用は、

現状 、健 常者で なけ れ ば利用 が困 難な 構造と なっ ていま す。 まず、

このような構造になった経緯をお伺いしたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 東山公 園駅 の構 造とそ のよ うにな った 経緯

につ いて のお尋 ねで ご ざいま すが 、議 員御承 知の ように 、東 山公

園駅 のホ ームに つき ま しては 、盛 土上 にあり まし て、下 りホ ーム

側に のみ 入り口 が設 置 されて いる とい うこと にな ってお りま す。

そし て、 下りホ ーム へ は入り 口か らの 階段を 利用 し、さ らに 反対

側の 上り ホーム へは 跨 線橋を 渡っ てい く、そ うい う構造 にな って

おり ます 。この よう な 構造に なっ た経 緯につ いて でござ いま すけ

ども 、市 民球場 への ア クセス や無 人駅 の在り 方な どを勘 案し なが

ら、 当時 、ＪＲ さん と 協議し た結 果で あると いう ふうに 承知 をし



ております。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 昨 年も 少 しお伺 いし て、 当時の ＪＲ との協 議か らと

いう こと で、あ の当 時 の無人 駅の 考え の中で も、 特にこ こは 市民

球場 がで きて、 当時 、 プロ野 球の 試合 もあっ て、 臨時列 車も 走ら

せな きゃ いけな いと か 、いろ んな 活用 がその 当時 、盛り 上が った

時代 であ って、 駅扱 い と同じ よう な扱 いもす る場 合が出 てく る可

能性 もあ ったも んで す から、 そう いっ た形に もな ったと は思 うん

です けれ ども、 先ほ ど 健常者 じゃ ない と利用 でき ないと 、本 当に

運動 公園 なので 、駅 の 造りま で、 まる で体を 鍛え るため の階 段の

よう な階 段がつ いて お りまし て、 あれ はトレ ーニ ング施 設か と言

う方 もい らっし ゃる ぐ らいの 階段 を上 がって いっ て、駅 利用 をす

るわ けで すけれ ども 、 しかし 、実 は日 常的に は市 内の高 等学 校に

通学 され る方が 随分 利 用され てい て、 そうい った 駅であ るん です

けれ ども 、現状 の駅 構 造につ いて の見 解をち ょっ と改め て聞 いて

おきたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 現状の 駅構 造に ついて の見 解につ いて のお

尋ね でご ざいま すけ ど も、当 該駅 は、 近隣の 高校 に通う 学生 の利

用が 多い という のが 特 徴でご ざい ます が、高 校の 多くが この 駅の

入り 口と 反対の エリ ア 、そこ に立 地し ている ため に、駅 への アク

セス がこ の踏切 を渡 る という 必要 がご ざいま す。 よって 、特 に高

校生 にと っては 、必 ず しも利 便性 が高 い状況 では ないも のと 、そ

ういうふうに考えておるところでございます。

○稲田議長 中田議員。



○中 田議 員 昨 年の ９ 月のと きも 言っ たと思 うん ですが 、こ の東

山公 園駅 は、列 車が 接 近して 踏切 遮断 桿が下 りて しまう と、 北側

にあ る米 子東高 、米 子 工業高 校、 米子 北高と いう ところ に通 う生

徒も 使っ てるん です が 、この 北側 から の駅利 用は できな くな るん

です ね。 平成１ ９年 の 死亡事 故は 、ま さにこ の状 況で踏 切内 に入

って 下り 特急に ひか れ るとい う事 故が 起きた わけ ですけ れど も、

そういったことは、まさにこの状況で起きたわけです。

そ こで 、昨年 ９月 で も提案 しま した けども 、踏 切の両 側か ら上

り下 り、 それぞ れの ホ ームに スロ ープ 型でア プロ ーチを 造る と、

少な くと も踏切 が遮 断 される 間は 、あ の土手 の道 のとこ ろか らバ

リア フリ ー化す るわ け ですよ ね。 踏切 が遮断 され ても、 少な くと

も北 側か らのホ ーム に 入れる アプ ロー チがあ れば 、駅利 用は 可能

にな るわ けです よね 。 跨線橋 を渡 る、 そのバ リア フリー のも のは

ちょ っと 置いと いた と して、 駅利 用は 可能に なり ます。 一度 に、

この 駅の 完全な バリ ア フリー 化を する という こと は、さ っき 盛土

の上 とい う話も あり ま したけ ども 、駅 の立地 環境 上、技 術的 にも

事業 費の 規模と して も 大変大 きな もの になる と思 うんで すね 。私

が提 案す る、そ れぞ れ のホー ムへ のバ リアフ リー 化とい うか 、ア

プロ ーチ の設置 です と 、それ に比 較し ては実 現性 は高く なる ので

はと 私は 思いま す。 上 り下り 、一 度に 造るの もな かなか 難し いと

いう こと でかも しれ ま せんけ ども 、完 成形と して 、将来 の完 成形

を視 野に 置いて 、そ れ を見据 えな がら 、まず は日 常的に 使う 、こ

の駅 の駅 利用を 整備 す べきだ と私 は思 うので すが 、その 辺に つい

て、市長いかがでしょうか。

○稲田議長 伊木市長。



○伊 木市 長 こ の東 山 公園駅 は、 議員 御指摘 のと おり、 昨年 の９

月の 議会 でも議 員か ら 御質問 をい ただ いてお りま す。ま ず、 やは

り学 生さ ん、高 校生 の 皆さん の現 状利 用とい うこ と、こ れは もち

ろん ある んです けれ ど も、今 後、 米子 アリー ナが 整備さ れる とい

うこ とに 伴いま して 、 乗降客 もこ の東 山公園 駅、 増える ので はな

いか 、む しろ増 やし て いかな けれ ばい けない とい うとこ ろな んで

すけ れど も、そ うし た 意味に おい て、 その環 境整 備とい う観 点で、

バリ アフ リーに 至ら な いまで も、 まず は駅の 利用 者にと って の安

全確 保だ とか、 使い や すい駅 にし てい く、踏 切を 渡らな くて もア

クセ スで きる方 法が な いかど うか 、そ の辺り につ いては 検討 する

必要 があ るとい うふ う に認識 をし てお ります ので 、そこ で、 どう

いっ た再 整備が 可能 に なるか 、Ｊ Ｒの 方とも 協議 をして みた いと

いうふうに思います。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 ぜ ひ、 よ ろしく お願 いし ます。 なか なか、 私が 言う

のも なん ですけ ど、 Ｊ Ｒとの 協議 って 結構厳 しい 、いろ いろ あっ

たり して 。とい うの が 構造上 、さ っき 言った 盛土 のとこ ろだ とい

うと ころ で、地 盤に 対 する影 響だ とか 、しか も米 川があ って とい

う地 勢柄 ですね 、あ そ こをど う造 るか という のは 結構、 後ろ で都

市整 備部 長がう なず い ており ます が、 大変で すよ ね。簡 単な 、ち

ゃち ゃっ とはし ごか け るよう なわ けに はいか ない もので すか ら、

大変 だと は思い ます け ども、 ぜひ 、そ の辺は 、私 がこれ も言 うの

もな んで すが、 粘り 強 く交渉 して いた だいて 、お 互い、 これ は多

分ウ ィン ・ウィ ンの 形 ができ るん では ないか と思 うんで すね 。例

えば あそ こは要 望駅 で 、当時 のそ こら 辺まで の協 議は私 は全 部知



りま せん が、通 常よ り もそれ だけ のお 客さん が公 園を使 う、 当時

で言 うと 、球場 を使 う 際に一 遍に 降り てくる お客 さんの 量か らい

くと 、あ のホー ム幅 は 狭いん です よね 。今で も学 生が同 じ列 車に

乗る 時間 帯のと きと い うのは 、あ のホ ーム幅 が狭 くて、 かな り列

車接 近時 に危険 な感 じ がする んで すね 。です から 、多分 、あ の駅

改良 につ いては 、Ｊ Ｒ 側のほ うも それ なりの 考え 方、思 いと いう

のは 多分 あると 思う の で、そ こら 辺は 前向き な方 向でぜ ひ御 協議

いた だき たいと 申し 上 げてお きま すが 、よろ しく お願い した いと

思います。

そ れで は、次 に、 路 線バス につ いて 質問を した いと思 いま す。

市内 路線 バスの この 路 線につ いて は、 ずっと 今ま で何度 もこ の議

会で も取 り上げ られ て います し、 ダブ る部分 があ るかも しれ ませ

んけ ども 、この 路線 バ ス、本 市の 人口 カバー 率は 非常に 高い わけ

です けれ ども、 利用 率 がなか なか 高く はない 、上 がらな い。 その

こと から 、生活 路線 維 持のた めの 多大 な赤字 補填 への財 政出 動も、

この 間、 ずっと 米子 市 はして いる わけ ですね 。市 として は、 この

利用 可能 な地域 住民 の 御意見 等も 把握 しなが ら、 利用促 進の ため

の御 苦労 という のを 、 本当に 八幡 部長 のとこ ろで すね、 調査 した

り、 いろ いろ意 見交 換 してい ただ いた りして 、御 苦労い ただ いて

ると いう ことは 認識 し ており ます けれ ども、 その 上で、 まず 、こ

の本 市の 路線バ スの 現 状と課 題に つい て、改 めて お伺い して おき

たいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 本市の 市内 路線 のバス の現 状と課 題に つい

てで ござ います けど も 、路線 バス の現 状とい たし まして は、 皆さ



ん御 承知 のよう に、 ほ とんど の路 線で 運行費 用が 運賃収 入を 超過

して いる 状態、 いわ ゆ る赤字 運行 と、 そうい うも のが続 いて おり

まし て、 新型コ ロナ ウ イルス 感染 症の ５類移 行後 、これ は少 し回

復傾 向出 てきま した け ども、 加え て、 それ以 外に 運転手 不足 にと

いう もの があり まし て 、さら に、 ２０ ２４年 の問 題など も発 生し

てお りま して、 引き 続 き厳し い状 況が 続いて いる ものと 、そ うい

う認識であります。

課 題と いたし まし て は、さ らな る利 用促進 によ る運賃 収入 の増

加と 現在 作業を 進め て おりま す路 線再 編によ り、 収支改 善を 図っ

てい くこ とによ り、 持 続可能 な路 線を 確立す る、 これが 必要 であ

るというふうに考えております。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 そ れで は 、利用 促進 につ いて、 もう 少しお 伺い して

おき たい と思い ます が 、この 利用 促進 を考え る場 合に、 路線 ごと

の、 地域 のその 移動 、 ある一 定の 地域 の住民 の皆 さん、 利用 可能

な皆 さん の移動 の主 な 目的地 とか 時間 帯とか 頻度 とか、 例え ばで

すけ れど も、買 物だ っ たら週 に何 回行 くかと か、 病院だ った ら一

月に １回 ぐらい 薬を も らいに 行く とか 、頻度 が違 うわけ です けれ

ども 、そ ういっ たこ と を分析 しな がら 取り組 む必 要があ ると 私は

思っ てお りまし て、 本 市の場 合は 路線 距離が 長い もんで すか ら、

バス の運 行頻度 を上 げ るとい うこ とに なると 、も ろに運 転手 不足

の問 題に ぶち当 たっ て しまい ます よね 。ここ が悩 ましい とこ ろだ

と思 いま す。ま た、 地 域によ り利 用者 数の前 提と なる各 地域 の人

口規 模が 随分違 った り します ので 、収 益性の とこ ろにこ れは もろ

に影 響し てくる わけ で すね。 そう いっ た問題 もあ って考 える と、



収支 に対 する個 別の 路 線維持 の考 え方 という のが 、当然 、私 は必

要に なっ てくる んで は ないか と思 って おりま して 、そこ で、 利用

促進 のた めの取 組と し て、利 用率 の高 いある いは 高くで きる 路線

のさ らな る収益 性向 上 策と、 それ から 、利用 率の 低い路 線の 対策

とい うの が、そ れぞ れ 必要で はな いか と思い ます が、見 解を 求め

たいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 利用促 進に つい てのお 尋ね でござ いま すが、

先ほ ども 少しお 話を さ せてい ただ きま したけ ども 、現在 、運 転手

不足 です とか２ ０２ ４ 年の問 題な どに より、 交通 資源と いう のが

限ら れた 状況に ござ い ます。 そう いう 状況で あり ますの で、 議員

御指 摘の ように 、各 路 線の利 用率 です とか沿 線の 人口な どを 分析

し、 例え ば幹線 路線 で ありま す皆 生線 につき まし ては、 これ を充

実し てい くとか 、あ と 路線ご とに 選択 と集中 の視 点を持 って 、こ

れは もう 対策を 進め て いかな けれ ばな らない と、 そうい うこ とを

考えているところでございます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 ぜひ よろ しくお 願い をしま す。 例え

ばで 皆生 線も出 して お られま した し、 皆生線 と聞 くと、 ぱっ と顔

が浮 かぶ 人が何 人か い らっし ゃい ます ので、 ぜひ 、積極 的に よろ

しくお願いしたいと思います。

次 の質 問に入 りま す けども 、や っぱ り路線 周辺 の地域 にお ける

歩い て楽 しいま ちづ く りの取 組に つい て質問 をし たいと 思い ます。

と いい ますの は、 私 は公共 交通 、都 会に行 って も地域 でも 実は

一緒 だと 思うん です け ども、 公共 交通 という のは 一定程 度歩 くこ



とが 前提 じゃな いと や っぱり 使え ない と思う んで すね。 ドア ・ツ

ー・ ドア を前提 とし た まちづ くり 、要 するに 面的 な移動 手段 の、

特に ドア ・ツー ・ド ア という まち づく りでは 、先 ほど言 いま した

よう に人 口減少 の中 で 、この 都市 経営 とか行 政経 営とか 、特 に地

域の 基幹 となる 公共 交 通とい うの は、 私は成 り立 たなく なる と思

うん です 。もち ろん 障 がい者 とか 歩行 弱者の ため の移動 支援 策と

いう のは 、これ はこ れ でやら なけ れば ならな くて 、そこ は事 業所

系と かそ の他の 移動 手 段も含 めて 、面 的な移 動を カバー する 政策

的な取組を進めなければならないと思っています。

し かし 、現在 の公 共 交通に よる 移動 に難が ある 歩行弱 者に 配慮

はし なが ら、そ うい っ た２本 立て でや るとし ても 、これ を混 同し

て一 本化 した考 え方 で は、私 は持 続可 能な都 市基 盤とし ての 公共

交通 の維 持、向 上は で きない と思 って おりま す。 健常に ある 場合

は、 健康 的に出 歩け る 可能範 囲を いか に広げ るか 、それ から 、そ

の利 用者 数の規 模を い かに拡 大で きる かが私 は鍵 だと思 って おり

まし て、 鳥取大 学の 調 査・研 究で も発 表され てい ました よう に、

鳥取 県民 の健康 寿命 が 全国平 均よ り低 い原因 要素 として は、 １日

当た りの 歩行数 が 1,０ ０ ０ 歩 ぐ ら い 少 な い 。 こ う い っ た 環境 、状

況に ある ことの この 改 善とか 、こ うい ったこ とを 同時に 進め てい

かな けれ ば、公 共交 通 の利用 が促 進さ れて、 持続 可能に なっ てい

くと いう ことは 、私 は できな いと 思っ ており ます 。そこ で、 路線

沿線 の各 地域の 利用 率 向上策 と連 動す るよう な地 域ごと の、 歩い

て楽 しい まちづ くり の 取組と 併せ て、 これは 健康 対策と かい ろい

ろ取 り組 んでは おら れ ますけ ども 、こ ういう 取組 と併せ た取 組を

進めてはと考えますが、いかがでしょうか。



○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 私 のほ う で答弁 させ てい ただき ます けれど も、 まさ

に議 員御 指摘の とお り 、まず 、こ の公 共交通 とい うもの を維 持可

能に して いくた めに は 、健常 な方 が、 あるい は現 役世代 の方 がふ

だん の交 通の手 段と し て使っ ても らえ るよう なも のにし なけ れば、

維持 費が 出ない とい う ことが ござ いま すので 、こ れはま さに 目指

して いか なけれ ばい け ません し、 それ と福祉 的な 観点か ら、 弱者

に対 する 配慮を 両立 さ せてい く、 これ が大事 な観 点だろ うと いう

ふうに思っております。

現 在の ところ 、米 子 市とし て、 歩い て楽し いま ちづく りを 掲げ

てお りま すけれ ども 、 それは それ とな ってお りま して、 大き な理

念と して 、公共 交通 使 おうね とい うこ とは言 って いるん です けれ

ども 、ま だ、そ こが 具 体的に マッ チン グして ない ところ がご ざい

ます 。議 員御指 摘の と おり、 具体 的に この路 線使 ってほ しい とか、

我々 とし てそれ を定 め ながら 、例 えば 、じゃ あ、 皆生線 とい うの

が使 える 方につ いて は 、皆生 に行 って 楽しむ 何か を考え よう とか、

三柳 線使 える方 は、 三 柳の方 面の 何か 歩いて 楽し めるス ポッ トを、

公共 交通 とのセ ット で 楽しも うと か、 何かそ うい う地域 ごと 、地

区ご とに 、路線 ごと に 何かイ ベン トを 考えた り、 それか ら、 フレ

イル 対策 も来年 度か ら さらに 評価 しな がら、 ポイ ント還 元な んか

も組 み合 わせて いく ん ですけ れど も、 そうい った ことな ども いろ

いろ と組 み合わ せな が ら、こ の公 共交 通の利 用促 進とい うも のを

具体 的に 進むよ うに 知 恵を絞 りた いと いうふ うに 思って おり ます。

○稲田議長 中田議員。

○中 田議 員 非 常に あ りがた いと いう か、答 弁を いただ きま した。



今ま さに 市長が おっ し ゃった とお りで して、 やっ ぱり歩 くこ とが

前提 じゃ ないと 、公 共 交通と いう のは あくま でも 拠点の 線の 通行

なの で、 面では ない の で、こ の線 は公 共交通 でい っぱい やっ て、

紙を 黒塗 りに鉛 筆で 潰 してい くよ うな ことは でき ない代 物な ので、

いか にそ れを活 用し な がらい くか とい うとこ ろに は、絶 対歩 くと

いう こと が伴う わけ で すよね 。そ れを 全ての 人に 強いる とい うわ

けで はな いので 、そ れ を楽し さに 着目 して、 さっ き市長 が例 を挙

げられたようなことは、私はできると思っております。

例 えば 文化の ほう で も、今 、地 域の 文化財 の計 画なん かも 策定

され て、 これか ら地 域 文化に も視 点を 当てた よう なこと もさ れて

いく 計画 もあり ます の で、そ れか ら、 市長も よく 言われ てい るシ

ビッ クプ ライド とし て 、ある いは 地域 のアイ デン ティテ ィー の持

ち方 とし て、い ろん な ことを 歩い て確 認して 、新 たな発 見や 刺激

を得 ると いうこ との 楽 しさと この 公共 交通を 使う という こと を、

ぜひ 組み 合わさ った よ うな取 組を 進め ていた だけ ればと 思っ てお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。

以 上で 会派信 風、 私 で最後 です ので 、これ で質 問は終 わり ます

が、 この たびは 今ま で ほかの 同僚 議員 が質問 して きた題 材の 中身

とい うの は、実 は伊 木 市長が 就任 され て以来 、前 の状態 から 新た

な再 スタ ートと して 、 いろん な見 直し や再分 析を 踏まえ て、 新た

な計 画を 立案さ れて 、 それが いよ いよ 実行し 始め た。実 行、 既に

され て、 これか らさ ら にその 完成 度と いいま すか 、充実 度を 目指

して いく ような 代物 を 幾つか ピッ クア ップし て質 問をさ せて いた

だき まし た。本 当、 こ んなに 時間 が残 るんだ った ら、米 子ア リー

ナも した かった なと 思 ったり する んで すけど も、 本当に そう いっ



た、 まだ 、これ から 完 成目指 して 取り 組まれ てい く題材 もあ りま

すが 、こ の間、 本当 に 長い長 い、 伊木 市長以 前は 行財政 改革 をや

り通 さな ければ いけ な い、い わゆ る減 量型経 営の 中で、 市民 に御

協力 をい ただき なが ら 苦しん でき た約 １０年 間と いうの もあ った

わけ です から、 それ を 耐え忍 んで 、こ れから 住ん で楽し い、 新た

な米 子市 の、し かも そ れが人 口減 少傾 向にあ って も、住 んで 生き

生き と活 力と優 しさ を 感じる よう な米 子市に して いくた めの 道筋

とい うの をつく って い くため にも 、大 いに議 会の ほうと も議 論と

いい ます か、知 恵比 べ 、いい 意味 での 知恵比 べを しなが ら、 まさ

に両 輪で ベクト ルを 合 わせて 、い い米 子市に 進む ことが でき たら

なという思いを込めて質問をさせていただきました。

今 日、 幾つか 本当 に 前向き な御 答弁 もいた だき ました ので 、ぜ

ひ、 それ が具現 化し て 、こう 変わ った 、こう よく なった とい うこ

とが 肌で 感じる よう な 米子市 政に なる ことを 大い に期待 しま して、

会派 信風 として の私 の 最後の 質問 を終 わらせ てい ただき ます 。ど

うもありがとうございました。

○稲田議長 以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明２ ９日 午前

１０ 時か ら会議 を開 き たいと 思い ます 。これ に御 異議あ りま せん

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○稲田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後２時１５分 散会


